








〔目的〕 

 呼吸運動を維持するための基本的な中枢は脳幹延髄に存在することが知られ「呼吸中枢」

と呼ばれている。そこには,さまざまな呼吸関連ニューロンが存在する。軸索投射の様式に

着目すると,それらニューロン群には大きく分けて三種類あることが明らかとなってきた。

それは, 

 第 1 群 疑核を中心としてその周辺に存在し上気道の筋群を支配する運動ニューロン群 

 第 2 群 脊髄の運動ニューロンを駆動するところの premotor ニューロン群 

 第 3 群 延髄内に軸索を投射する propriobulbar ニューロン群 

 第1群と第2群は出力ニューロンであり,延髄内でできあがった呼吸リズムを延髄外に運

ぶ役割をしている。第 3群の中には呼吸リズムそのものの生成に関与している狭い意味で

の「呼吸中枢」のニューロン群が含まれている。したがって呼吸リズム生成の機序を知る

ためには,延髄内に存在する様々な呼吸ニューロンの中から上記の第 3 群に属するニュー

ロンをまず同定しなければならない。次いでそれらの間の結合関係を解き明かして行く必

要がある。 

 一方,第 1群と第 2群のニューロンは,現在までのところ軸索側枝を延髄に出している例

がみつかっていないために,リズム生成に無関係であると考えられている。しかし実際にこ

れらすべてのニューロン群が軸索側枝を延髄に出していないという証拠は存在せず今後確

かめられなければならない。また特に第 1群は,主呼吸筋である横隔膜や肋間筋の呼吸運動

と密接に協調して活動する咽頭や喉頭の筋群をコントロールをしている。呼吸調節系を全

体として理解するうえで,これらニューロン群の研究もリズム生成系の研究とともに重要

である。 

 我々は各種の電気生理学的手法と HRP の細胞内注入法を用いて,上述の点に留意しつつ

延髄呼吸ニューロンの機能と形態を調べている。ここに本年度の研究成果の概略を記す。 


